
85

青葉区青葉区

 150万本植樹行動の推進
　植樹イベントなどを通じて「150万本植樹行動」を
PRしました。
・ 日本体育大学学生とタイアップして日本体育大学
健志台キャンパス正門付近へ桜を植樹しました。

・ 小学校児童とこどもの国線沿いへアジサイとユキ
ヤナギを植樹しました。

・ 小学校児童と奈良三丁
目都市緑地へシラカシ等
の苗木を植樹しました。

・ 関係団体や幼稚園児と
鶴見川（谷本川）沿いへ
桜を植樹しました。

緑のうるおい空間づくり 

DATA （平成22年4月1日）
【設置年月日】平成6年11月6日
【区 の 人 口】302,824人
【区の世帯数】120,378

【面　積】35.06㎢

青葉区

　農地を守り活かす取組や、街に緑を増やすための
植樹行動を推進しました。

 青葉みらい農くらぶ
　区内農家と区民の皆さまの相互交流の場を創出
し、区内農家の活性化や田園景観の保全を図るた
め、様々な情報発信を行いました。
・ 地元農家とサツマイモ作りを体験する体験交流
会、食の安全や食の楽しみ方に関する講座、青葉区
の農の未来を考えるシンポジウムを実施しました。

・ 青葉区民ポータルサイト「あおばみん」上にホーム
ページを開設しました。

・ あおば区農産物直売所マップを発行しました。

（家庭ごみ）が425gとなり、目標を上回りました。
・ 放置自動車一時移動対策委員会・不法投棄防止対
策会議を開催し、関係部署と連携して取り組んだ
結果、不法投棄量が年々減少し、前年度の55％減
となりました。

・ リユース食器を活用したイベントで、使い捨て食
器を22,198食器削減し
ました。

・ 生ごみたい肥化講習会、
親子リサイクル施設見
学会を行いました。

 あおばエコムーブの推進
　公共交通機関の利便性向上のための案内や利用
促進のための広報などを行い、自家用車中心の交通
行動からの転換（あおばエコムーブ）を推進しました。
・ 区民まつりでベロタクシー（自転車タクシー）の試
乗会を行いました。

・ 自転車利用者などの意見募集や、自転車走行空間
の現状把握を踏まえ、自転車走行空間ネットワーク
の検討を行い、ネットワーク案を作成しました。走
りやすい道、駐輪場、自転車店、自転車通行のルー
ル、マナーなどを記載した地図案を作成しました。

区民一人ひとりが進める脱温暖化行動の推進
　脱温暖化に向けた各種取組やごみの減量化・資源
化を進めるとともに、公共交通機関や環境負荷の小さ
い移動手段の利用促進に向けた取組を進めました。

 「丘のエコハマ」省エネ大作戦の推進
・ 自治会館・町内会館で使用されている白熱電球及
び蛍光ランプをLED電球に交換しました。

・ 「クールアース講座」を16回開催しました。
・ 「省エネナビ」機器を区民モニター延べ29世帯に貸
し出し、省エネ生活に取り組んでいただきました。

・ 区民利用施設、自治会・町内会、小学校、幼稚園及
び保育園の124団体にゴーヤの種を配付し、「緑の
カーテン」を育成しました。

・ 二酸化炭素の削減量がわかる「環境家計簿」をホ
ームページで電子版として公表しました。

・ 「夏休み小学生エコ絵日記」を募集し、区役所に展
示しました。

 清潔できれいな街づくりの推進（G30）
　各種啓発事業を通じて、ごみの減量化・資源化に
よる脱温暖化行動を推進しました。
・ イベントでの啓発、地域での出張相談（24回、461
人）、スーパーマーケットと連携したごみの発生抑
制などを行った結果、一人1日あたりの燃やすごみ

こどもの国線沿いの植樹
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都筑区都筑区

　様々な活動を行っている区民と協働で、ヒートア

イランド現象の緩和や地球温暖化防止に向けた行

 打ち水イベント
　雨水やお風呂の残り水を使って、夏の暑さを和

らげ、自然の力で涼しく過ごす打ち水イベントを

行いました。

 キャンドルナイト
　エネルギーの大切さや地球環境について考える

きっかけとして実施しているキャンドルナイト。イベ

ント当日は、合計1,000個のキャンドルを灯すと同時

に、区内商業施設の協力を得てライトダウンを実施

しました。

 緑のカーテン
　自然の力で夏を涼しく過ごせるよう、モニター区

民に区内農家が育ててくれたゴーヤの苗を配布し、

自宅の庭やベランダで目にも鮮やかな「緑のカーテ

ン」づくりに取り組んでもらいました。

　10月下旬～11月には、区役所で小学校・保育園での

取組とあわせて栽培結果報告の展示を行いました。

動の啓発イベントとして、打ち水やキャンドルナイト

のイベント、緑のカーテンづくりを実施しました。

地球環境にやさしいまちづくりイベント

　都筑区では、南部に広がる広大な農地を中心に、

農業が盛んに行われています。区内で採れる「都筑

野菜」をより多くの区民に食べてもらうため、毎月第

2・4土曜日に都筑区総合庁舎での朝市を定期開催

しました。

都筑野菜朝市の定期開催

　20年度に挿し木を行ったバラ「ローザ・つづきく」

を植樹し、庁舎の敷地内に花壇を整備しました。

　また、区内企業や公園愛護会にも苗木を配布し、

花壇の整備をお願いしました。

ローザ・つづきくの植樹・配布

DATA （平成22年4月1日） 都筑区
【設置年月日】平成6年11月6日
【区 の 人 口】199,695人
【区の世帯数】75,811

【面　積】27.88㎢
【区の花】サクラソウ

【区の木】（里山の木）ヤマモミジ・ヤマザクラ・
　　　　　　　　　　  コナラ・シデ
　　　　 （人里の木）サルスベリ・モクセイ・ウメ

都筑野菜朝市

ローザ・つづきく
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戸塚区戸塚区 DATA （平成22年4月1日）
【設置年月日】昭和14年4月1日
【区 の 人 口】273,714人
【区の世帯数】109,665

【面　積】35.70㎢
【区の花】桜

　戸塚区では、区民の皆さんの力を原動力として、

区民と行政が一緒に進める脱温暖化行動施策「と

つかエコライフ事業」を進めています。21年度は、エ

コドライブの推進と脱温暖化行動に取り組む皆さ

んを支援するエコ提案事業を実施しました。

 戸塚区エコドライブ講習会、エコドライブモニター
　JAFと戸塚区の共催で開催したエコドライブ講習

会では、参加者全体の燃費が講習前後で平均32.5％

も改善しました。参加者はその後モニターとして1か

月間自家用車に燃費計を取り付け、エコドライブに挑

戦し、座談会を開催してお互いの取組を学ぶ中で継

続して実践することの重要性を学びました。

 戸塚区エコ提案事業
　区民の自由な発想や視点を活かした５つの団体

提案を事業化しました。その中でも前田町町内会の

取組は、町内会全体で環境家計簿に取り組む先進

的なものであり、テレビを始め各種メディアで取り

上げられ、海外からの視察団も訪問するなど多くの

注目を集めました。

 とつか緑と暮らそうキャンペーン
　平成19年から苗木の配布・植樹及び児童を対象と

した挿し木教室を区民と協働で行いました。キャン

ペーンは平成21年度で終了しましたが、3年間で約

36,000本の苗木の植樹・配布等を実施したことで、

多くの区民が緑に親しむと同時に緑化への関心を

高めることができました。

地球温暖化対策の推進

戸塚区

エコドライブ講習会

エコドライブ座談会

海外視察団の訪問（前田町）

環境家計簿の集計（前田町）
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栄　区栄　区 DATA （平成22年4月1日）
【設置年月日】昭和61年11月3日
【区 の 人 口】124,808人
【区の世帯数】50,654

【面　積】18.55㎢
【区の花】キク

栄区

 森づくり入門講座
　 区内の緑地管理ボラン

ティア団体との協働によ

り樹木の間伐作業等の区

民向け体験講座を開催し

ました。

 さかえグリーンサポーター制度
　緑地を管理している愛護会等の「地域との連携を

強化したい。」というニーズと、学校の「こどもたちに

自然を大切にする心を育んでもらいたい。」というニ

ーズ、企業の「地域に貢献したい。」というニーズを栄

区がつなぐため、『さかえグリーンサポーター』制度

を作りました。学校や企業をサポーターとして登録

し、愛護会等の活動のサポートを行います。 大植樹式

体験講座

 栄区どんぐり運動！
　横浜市150万本植樹行動の一環として、「栄区ど

んぐり運動！」を展開。区民が集めたドングリを苗木

として育成し、区民まつりなどのイベントでの苗木

配布や、大植樹式の実施など150万本植樹行動をＰ

Ｒしました。

栄区水みどり魅力アップ！

 CO-DO30とタッチーくん ロゴマーク＆ストーリー
　 区内小・中学生を対象に、「タッチーくんと地球

温暖化対策」を題材にしたロゴマークとストーリー

を募集しました。ストーリー最優秀作品は絵本化し、

環境教育の教材として区内保育園、幼稚園、小・中学

校等に配付しました。

 キャンドルナイト in さかえ2009夏
　電気を消してキャンドルを灯し、地球環境やライ

フスタイルについて見つめ直してみようと呼びかけ

る「キャンドルナイト」イベントを、JR本郷台駅前で

開催しました。

 環境教育出前講座
　児童が、自分たちの暮

らしと地球温暖化の関連

性を理解し、各家庭での

エコライフ実践を目的と

した体験型の講座を実施

しました。

 緑のカーテン
　「緑のカーテン作戦」と

称して、区役所をはじめ

様々な施設の窓をゴーヤ

の葉で覆い、室内の冷房

負荷を軽減しました。

 電気自動車
　電気自動車、プラグインハイブリット車を公用車

として導入し、区内を走るとともに、「エコカーワー

ルド2009」や「交通事故防止運動キャンペーン」など

の各種イベント等にも積極的に活用しました。

地球にやさしいまち“栄”

ロゴマーク最優秀作品ストーリー最優秀作品

ソーラーカーを運転

白ゴーヤ
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